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35.揮発性化合物の殺虫力*毒性瓦斯の殺虫力並に作用 -(第 3朝)料 I他廿 ･内田任那

故西川弼三郎･靖久正夫:J近藤約珪 ･曽悶正衣 ･鈴木信輔 26.ll.30J受理､
'緒 官 :

'･欝芥等は歎唖の揮発性化合物の呼吸中liim剤としての

.碍力にらいて,こ 数ゝ年にわたって研究を続けて来た.～

ミ･その目的については第1報tlJにおいて聾者て赤川)那

･述べたとお｡セある｡･鮮創鯛 人的の抑 こ1-?て今
日までその実険結果を醜 発表するを得なかった攻筋

である｡

鳩 発蛭物質の苛性に?いては既に幾多の研究成鍔がI･_
あるにも拘らず雪々がこの研究を企七た理由についで

'も既に班べたのでちるがi賛由防除の臼的で,燃議を

行うに当ってはなるべく拐済的でしかも効果が確実で

あもように比較的長い時間の熔茶を行うことが望ま̀し

･い場合が多い.従来外国で行われた研究の多くのもの

にあっては5時間乃至7時間瞳の作用時間がとられ{J)
いる｡(W.MooRlモ.1917(2㌧1918の;A.L,STRAND;

1935(1';).R.BuBVINF,1938(5';F･W.ーF柑K&H.H..I
S即1･ARD,1938(6)等)せいぜい長い作用時間を採何し

たものでも1時 間乃至2哨 問位であ.alo (L･PRや N
&G.F.MAcrmoD.1936の;H.H.S耶PARi'&D.L.

LTNDOR叩,1934(8))

苦々は田川として48時間標茶とし,時として比較の′

ために2如寺W燃茶を行った｡
fG性ガスの砧カを此校すべき方法として柁老はから

て一方法を提唱した｡(l)しかし,この方法によれば毒

力を示す歎机は不名取となり,宍FT7性に欠けてい.る欠

点があるのみならず,平均致死正の大小を知るごと●を

*京都大学良学柘且虫学軒究卓業統欝197号
./ ′

得ない｡近年になって大沢及び長沢のは殺虫刑の打力

を比較する方法を提唱した｡この方法は昆虫の殺虫剤

に対する感受性の変只に関する BLr8g の理論に立脚

し,供託昆虫の控準例益を敬正して殺虫他申,･中火致

死血,k≡乾有効致死払 絶対-JJ一効姥等の概念を町人す t

宣言警…誌 芸去霊 芸認 諾慧 芸,:三言ttt;､､
′ろたあるものと冒える｡

本乾字においでは餅 は平均改元丑 (或は中央致死

血印も hlLD)及び供･H虫の 99%を殺す襲丑 (即ち

LD-99)に韮いて各種現品の詩力を比較するちとにし

たd即ちとれらの弊塵が小さいほど毒力が大なること

を意味する｡学術的には MLDによって魔力を比較

するのが正しいとされているが,実印的には LDl99.

矧 ま大沢氏等の冒われるごとぐ3次和効致死丑の如き

をとろがよいと思う｡

この研究は前述やごとく誹瀬が3;(都大学在跡目こ企
てたものせぁり.これが茂行もきたのは内田粗さ脚 士

をはじめ炎EZIにか げゝた多数の研究去凸諮恋の熱bな

協力の甲ものや 畠｡tt`ゝ1号これらの謂抑こ搾甚な謝
眉を表する｡なお実験記銃の洛理･計井に関しては内田

博士及び昆虫学研究室員掛見常牧子雄の多大の援助を
/

-ぇたo実時与れなくはこの報文は生れなかったであろ

う.と加 つれる｡,ら にゝ特にこれを述べて感謝ゐ舌を表

す｡なお東研究め迭行出束た碕 文部省科学研究費を/
いたi･いたもかげである｡謹んで学局に感謝の意を表

す次節である｡ I
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実験の材料及び方法

実験に用いたL*晶は下記の93瞳であり,すべて常温l■′

においては由態或は液態で参る｡それらの汎点及化学

式は次に示す通である｡

奨 臥 名 化学式 瓢喋′ot

carbonbisulphide CS2 46 A'

Carl)0,ntetrachlorideICCh 77
､ChloropICrin CC13NO2 112

McthylLormate H･CO2CH3･ 132 ､
Ethylacctate. - C2H3OPC2H5 77
Estcrsofmonochloroaccticacid: /

Methylchloroacetate C2H2C102･CH3､130
･Ethylchloroacetate C2H2C102･C2H5145･5

1
n-propylchloroacetateC2H2C102･C3H7162.5

iso-prpoylchlorloaeetate
C2H2C102･C3H7149.5

n-butylchloroatetate C℡H2C10_q･C4H9175

､n-amylchloroacetate C2H2C102･C5Hl1191

Ethylenechlofide'(-dichloroethane )
' CEH4C12 84

/ Tctrachloroetl-aneI(Pasym m.)～

C2H2Ch 130.5

Ethylenetrichloride IC2HCl3 '88

Ethylenetetrachloride lC2C14 121

/ ∫

-Pro.mobenzene

ーNitrobenzene I.､

0-dichlorobepzene

p二dichlor6benzene

BenZaldehyda,
FurfuralI

JO-3hlofdphenolI

C6H5Br 155

C6H5NO2 209

C6H4C12 178

C6H4C12 172

C6tIS･CHO 179

C4H30･CHO∴162

へC6H4Cl･OH 175

'O-nitrophehol .CCH4NO20H 214.5

.吾々がこの実験に用い嘩 品に由してほ に海赤こ

･おいて研究が行われてある'Gのも少くはない｡しかし,

それらが行われた条件は雑著がこ にゝ報告するものと

は典っているものが多い｡L

招性検定に用いた昆虫は虫とし<アズキゾウムS/
(CdLtosobyuchuschinensz'S)であったが,若干の実験

に七は比較の意味でコク'}'ウ (Catandraoryaae),コ

コクゾウ､(Calandrasasahllr,及びコぞヌス十モドキ
㌔ (TylboliumcasEaneum)を用いた｡-

~燥蒸時間は48時間を原則tL若干の実験において24

時間をも試みた｡毒ガスは郎 IltLで30oCの恒温にi),
-isいて作用せLやたが,比較のため若干の実験は20年'
Cおよび 17oCで行われた｡

~ヽ■
1回の実験に用いた供試虫数は多くの場合40頭若し∫
くは50頭であったが,若干の実験系列においては20頭_

.II
194･

-/或は伽 iを用いたこともおも〇七かし,押合によって

1｢2頭の多い少いはあらた｡一∴

''_生死ゐ脚 IJtt冬'(の琴合におしこて供試虫を煩茄勤 ･

I-ら取り出してか.ら48時間後に行った｡しかし,少数の
場合におい七24時間筏,5時間若しくは破りLuL粧後

にも行ったol例えば,3クゾウ或はコ′コクゾウの場合に,

‥は燥蒸許より供試虫を取り出し直に生死の鑑別な行つ.

た｡ヲクゾウ頬では牟物を与えずに燥茶を行?た.たり■

l羊,煤蒸終了後に嫡時間も超過する時には対氾区にお

し.七も著しく自然死虫御 ;増加するが故に,.与れが招.∫･
請結果l=野望を及ぼす恐れがあっ1=からである｡ ′̀r･

､､_実験結果の整理に当っては 叫 ssの方法を少しく･'
､､改変して死虫率は襲畳の由数の由数でくまなく拠皿その

もの 申ゝ数であると見なした｡'わiゆれが行づた惚茄

の如く比較的長い作用時間を採悶した場合には.この

一方法l土与る時に実験威続は却って良く供託虫の乃ガス●

に対する感受性分布が由 地紋をなすという理.-糾ニー

ゝ致することは欧に内田･赤川OO),'楓も斎藤 (]8).などに

よって指摘された所である｡

実験成績 ､

実験結果に韮いて罪出した -MLD,LD-9f7.:純情方

程式の各額の数値及び x2の Probabili.tyの班を究

-験の系列別に餌1衣乃至節8表に掲げておいた｡なお,

これらの結果に韮いて銭亀と碓虫琴のProbitとの関

係を第1図乃至妨6跡こ示したo'これらの図を見ても

わかるように,或る薬品ではこれら両者の閑掛t.か`

なりによく抵緑的であるが,他のものにあっては.̀必

Lも々 うとはし'.ゝ がたいものもあるQ即ち供託虫の由

物に対する感受性の個体変異のはかに,L典故によって

,は何等かの原因による妃虫率の変動があったのではな●

-Ll･かを思わせる｡衣に料 ､で.x2あ p.の数位をあげ

ず,キーを記入してあるものはこの柾のものである｡

･ この様な成餌をえた原因を考えるに,その1つはわ

れわれの突放は長い期間にわたり,多人数の担当者に

ーよって行われたま割こ各種の条件を充分一様に嗣慈し村
--なかったことにある誓 はないかo筋2の原因は位近 ~
に長沢(1Dが明らかにしたように,われわれの突放の

場合にも供試昆虫の感受性が時期によって変化したこ～
･とにおるのでl羊ないtか｡頂 に妨3の掠因と瓜おれるこ
とは串品によっては死虫率のブt'ピッ_トと磁止との田
伽 逆ずLも直線的壷 いことがあるのではないか.,
' しかし,われわれの実験成粗さあっても,この関係は明
らかに直税的であると考えられるのも少くないので.
この長藤こあげた恢包ま一応とりあげなレこことlごする｡
とにかく,実験結果を整理して 考 え ら れ る こ と は , 恐
々の実験においては1,2の坤丑 に お い て 訳 歪 が 大 き す
.ざるものがあったように思われ る 0

＼ ~

㌧＼l - I

ノ▼ I
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/.TabletI.,Iか叩erimcntswJthCTaltosq畠rucfL"SEh''"e"S''S,.(I).

Tetnperatllre･30oC.,F.丈posllrt:'tinle48IlburS,一Pcrccnt.lgc'ofkilldetermined48
hollrS;Lftercxposurcletlded. .~ ,

Chemicalsused

Carbonbisulphide
I

Methylformate-i

EtIlylaαtafe

-Methylchloroacetate

Ethylchloroacetate

n-propylchloroaeetate -

Tso-propylchloriacetate(I)

Iso-propyLchloro.acetate,(ⅠI)

n⊥butylctlloroacetate■ヽ
n-amylchl･roacetate

RromobellZene
-

Nitrohenzene
′

o-nitropllenOI

o-chloropheno1 -i
11
Furfural r

Tetrachloroethal】e

ChloroplCrln

NumericaLValuesof
Terms.inRegression
Equation●-

I

l〓
.I
N=

lT
S

I
≡

≡

≡

≡
.こ
こ
は

洲

TableILExperirmentswithCalLosobyuやLSChinenst'S,(ⅠⅠ)
Tempera,ture300Cexpostlretime48holurslMortalitydetermined24hoursafterthe
.endofLumigationI ~t

＼
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I M｡,talityi'eTea,bi;n芝I;Exupre:iTfetneご芸 JhclS::lo:of?'fu:hmuiSg:;ill:en:SWi･he'IoTh'e,･C｡n｡iti｡ns
- thesameasintheexperimentsdescribedabove'.

ⅠnSectsITlSeCtS.u_sed一一一一一一一ゝ- I-=.::b:PI':.;王 (mg/L)(*g/L)I.-スト⊥

..■520■.4.r896_3.880~0.563...0.53 ･∴1.19: 0.81

TAbleIV.ExperimentswithCaltosobruchuschz'n_ensis,.(IV)･
Duration.ofexposure21hours,theotherconditionsa号intheprecedingexperime去ts

′.＼Chemicalsu早ed_～ SeXofNumberof 'Numerical.Values_′oftTermsirlRegfeSSion∴/A/ '_MLD ･LDr99Probab--

.a. :.b..1.-I-.._I

ヽCarbon.bisulphide_I :L8 ･∴221 ㌔..5.198 0.074 14.127.11{45 53,76▲∴0.008
:9,. _ー183 ･4.983 -0.058 13.417 13～65.42｣84.∫0,035

-_..8 I._395-4:.912一 9.907. 0.159. 0.lo♯ 70.40* -■-■ll.･.-

･n-propy1-chloroaやctate_(Ⅰ)-/.ly. 8- 118 ∴4.815 4.972 0.213.0.25p-..̀0.71 LO.3

n-propyl'dhloioaとetat≠(ⅠZ)､◆■ rU9--..'L′,158i,,: 41..971.17.741..0.226' o:22*･0.-35★ --
:398/ 4..856 -5.975｣..0.279 _0.26...Q!_69

n-amyl.chloroAcetat9 8-7 .'473,. 4.569.16.629 oJ.229...0.25.0.39 0;05

TableV･てExpefimentswithCoElosobyuchus-chinensis,(Ⅴ).
ExposurFtimeasshoiyninthetable.Morta-1itydeterminationmade48 _hotlrsafter
叫 endpffumigation･T占血perat,ureatthもtimeoffumigationasshowninthefable.
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/ ●一 丸bleVI･E女periments.withCaZanLdyao,ygae L
IMortalitydetetminatior)madeimmediatelly.followir)gthecloseof.fumigation,ex一

･ .posuretime48hours,temperature30oC.

･Chemicalsused SeXofⅠnsect占Nbmberoflhse-Numerical,ValuesoLTermsinRegressionEqhation MLD,rmg/L)LD-99(plg/L)Probab-ilityof
I -Fl ct芦､uSed .a ･.b.-Z′, x2

0-dichlorobenzent, 〟 .-96:こ 5.506 1..810 ■1.660 i.33 1王;.70. 0.06 .

.80 3.675■0.898 -.2.808 ･4.28★ 6.87♯ .0.ll

b<hlorPpheno1.｢ {_辛 ■60 4.980.0.970 2.071､L2.09L 4.49 0.13140 4.986 _1.346 ●､1.097 2.00..3.73 0.32

:140 =4.814 0,.174 2g.62 29.08 43.03 0.14

-.4す0 ._5.181 0.699 1.861 1.60 4.93 0.oap

Ethyl占nechldrideJ 8･ 9 .′4J20 4.868 0.293,Ilo.10.'10.55 i8.48 -･420, 5.137 ､.0.344.,10.37/ :9.97- 16.73 ●lllllll.■■■-

3甲 14.660. 0｣143 23.587 25.6tI 42.23 0.05-I

＼Methylfdrmate.J {..…∴十.80 -5.653 ∫.0.577 ;8.384A,lJ7.25~ll.28
･Carb6nI)isulphide' (守 160 4.325 0.571 :5.660.･6.84* 10Jgl*160 .5｣148 0.805 一5.695 5.ll_.8.40_.:0.44.
cafbon-tetiachloride .'8 60 4.806 0ニ127.73.234 74.76 03.07'->0.09

TAbleVII.ExperimerltswithCL7tandrasasahl'i

conditionsofexpe'rimentSSameaSintheprecedingexperiments,



TableVIIIExperimentswithTriboll'uncastaneum /

F･xpostlretimeasshowninth'etableIMortalitydetermined48hoursaftertheclose

of<fumigation･temperature30oC･ ＼ J

Insects.used 1.ofJEXposu-reH(ーurSof.Ⅰnse-ct声uied (Tng/L)(由 /L) x2.:I∴a ･bl p'.豆~

LEthyl.chloroacetate 8andLg.mixed 48,I. 3亘 岳.桓 12.3261:pO.]56 :Lo:?5 0.:43 -
グ~Lノ ･ク..- 24. 煎 . 4~二609 1;.929 12.177.2137 き.58 ●-■--

･'Remark:Figur9S./with*･inasterikareLsome.whatdoubtfulforsomereasoM rother･

☆- inthecolu声d■ofpofx2indicatesthat_the.V叫 eofprobabilityiseithervPry

′._ smallor･unreliableowlngtOlarathersmallnumberoLrepetitionsofexperiments･
＼ メ

TableIX.OrderofTokicitytowardsltheMaleofCaELosobruchusI

chinensisasar.rangedaccordingtotheMediaǹ工一CthalDose･i:■

Chemilつals M LD.(mg/L) CoeELicientbin_-RegressidnEquati6n
Methylchloroacetate

chtbrOplCrlnI

n-amyldlloroacetate

LF-thylIchloroacetate1
-ilo-proPylchloroacetate
q-1川tylchloroacctate

_ i Nitrobcnzene
o-nitrophenol I
_Tetrachloroethane

o-cIllorophenoI

Furfural ,

Metbylformate
Bromobnzene -

Carbonbisulphide

E仏yl■acetate

ヽヽ

た i･串に平均致死址のみをと
り上げるのでは充分でない｡

回将方程式?係数即ち殺虫旭

琴 をも考艦に入れる必封があ

声｡何とな川まこれが大であ

考か否かはLD-99の大小に

幣接な関連があるからoつ'5

22･339 るところわれわれは MLD
半6･336-23.386 とLl)-99とを併せて孝心す
白.789 ･- -ることを要するわけである｡

こ 1･725 まずアズキゾウS/の8を用
2･995 いて30ott におい{4S哨阿撒

- 1･625 - 滴 を行った場合の平均致死止
2.906,

1.057

2.220I
1.754 .
1.327Lit
0.558

･.(節1袈)に基ずLTて樺力の大
･なるものから噸次に配列すれ

｣/ ･は節q衣に示す通りとな.ろ｡

妨9衣を見て直ちに気付く
ことはCbloropicrinのb

脊 索

欧に述べたごとく燥薫別の詩力を比較考察する1こほ

198/ ＼
ノ_ /

′

の値がその他のものと比べて

飛び地 L七大きいことである｡このことは Chloro-

picrinの殺虫能率が著しく大なることであ り,Chト

l



防′一血科 学 鮮 16改ヽ

加的-:之0 2.51,2 15 L唱

o 0.5 1
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' Fig.1.Tetrachlomethane.CaltosobTuChus1
chl'〝enSis.8･

48hourrtlmigationat30oC.
Mortalitタdetermined48hoursafter
theezldoLexposllre.
･A(㊨)Logarithmofdoseopabseissも･
B(A)Doseonabsci5Sa.
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Fig.2..Ethyl-acetateCaLlosobr〝chzLSChine77-
sis8

48hourfumigationat30oC.
Mortality.determined48hoursafter.
Doseonabscissa.

QrOpi占rinのMLD の著しく小なることと相結んで

chloropicrin･の将力を著しく大ならしあることと田

紐があるもの よゝうに思われる｡MLD の大きいもの.

EPち巧力の小なるものは概ねbの位が小さい陳向があ

るようであるが,.しかし.bの班とMLD との問に̀

ほ比例的の鋼棒があるものとは考えられない｡-

さて,韻に示された聯晶のqlで Chloropicrinよ

～/J､さい MLDを示すものとt,/.てはた i'Methyl

CuIlrOaCetate･があるのみである｡しかし このもの

btEt三bm?:G,Ri"<:lb芸謂

こ小であることが注意をひく｡

しい益があることは,た とい

/8
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6

5

1 4

3

15 2 2.5 手･35 4

/ Eig.3.MethylLormate.Cattosobyuchushchl-
nensls8

48hourfumigationdt300C.
Mortalitydeterm王ncd48hoursa'ftcr.
.poseonabscissa.
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Fig.4●JButylchloroacetate.Callosobruchus･
chi〝em'sis早

48h6urfumigationat30oC.
Mortalitydetermined45JIOurSafter.
Doseonabscissa.

MLDがほ1'同描な位であるとするも,LD-99には著

しい益が起り柑ることを示す｡さればML;TD.に従T3'て
配列された招ノ)の旧位はLD-99によって配列された

場合の順位とは必ずしも一致するものではないことを

推知し得る｡ _

isorpropyl-chloroaeetate:に関しては時期を異に
して行われた2系列の実験があり,､それによ?て √丁

MLD及びbの値にかな､りに著しい差が見られるがそ

の原囚は不明である｡ l
卯帽 を見て知るこ･tは mon9Chloroaceticaci-a

b.Ester矧ま著しい詩カを有することであるt.試み

1甲
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48hourfumigationat30oC.-

Mortality'determined48hours,.after.
noseonLabscissa.
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1.61,82.02.22.42,62.83,03.23,4
1

Fig.6.8romobenzen'e,Callosobruchuschz'1ZellSis∴
L9 ,

48･hourfumigationat30oC.-
Mortalitydetermined48hoursafter.

II Doseonabs'cissaこ

たRiRrlHの中でML｡によっrC刺JjBL{dluoropicrin

に近い巧力を有するものはこの Ester莞巧のみで参る｡
こ.ゝで興味あることはAeeticacidのEsterは母力

が甚だ弱く'こ,ゝに載せてある弟晶?中でl羊琴に位下

位l亘 るのに酪酸の有する水素原子1個を塩素によっ

て置換する時には額昔に毒性を槍加することである｡

Mgthyl′占hloroacetat叩 ,上述の如く,ChlofoI

pi甲inにも燈る小さい MLDを有するにも拘らず,:-

殺虫能率がクf7ルビク1)./に比べて著しく小さい結果I

とlして ちD一拍 は却って著しく大きくなる｡EPち前者･.

ゐ LD199は0.41__mg/Lであるに対し,Chloropi-

200

鈴ld 紗

broa,cetate､の 1/3.にも足 りない｡色Pち.Methyl_

chloroaCetateの 詔カは ChloropicrinPI/3ぐら
いしかないということl羊なる｡われわれが実際問題と

して知りたい羊tlは,事由のはとん't'全知を殺すに要

する*量できる｡そこで;今度はLD-99の大小T=よ
って碇品の寿力を判定するとしたならば如何なる噸位

を表すであろうか｡

.妨9表に畠､ゝ げた実験成鍔をLD-99に基ずいて耽

列しかえて見ると坊10表に示すとおりをなる｡

TableA Orderofiloxicityto†ardsthe
Male･of,CdZosobl･uchuschlnens,sasar一

/ rangedaccordingtoLI)T99 I

Chemicals

ChloropICrln.

Ethylcbloroacetate

n-amylcllloroacetate

Methylchloroacetatも

n-hutylchloroacetate

isO-propylchloroacetate

0-nitr9phenol

0-cllloropheI101
Nitrobenzene

TetrachlO-roethane

Metbylformate ･

Bromoben2:ene :
FurLural '

Carbonbisulphide
Etbvlacetate

LD199mg/L

即ち MLD によって配列した場合とは相当に著し

い歪がある｡LD-99にfって苛カを刑胡十川まCh-

loropicrinが第1位に-ぁって,MethylcIJoroacc-

tate偲第4位に落ちるととがわかる｡なお,･Mono-

･chloroacetate矧よその苛力においてChloropicrin

よりや 著ゝしく坊る三ととなるが,これはこのEstcr

現のblP値が小なることによるものと思われる｡

･この系列の実験成矧=纏えば二鮒 ヒ架掛叫 後より

妨軍番目に任し,その巧カタまMLDで比べればCh1-

0ropicrinLの1/26であり,LD｣99'で比べるならば的

I/36であることがわかる｡'

同じ系列の実験に基ずいて,L7ズキ'/サムシの中に
対するii力を吟味して見よう｡MLD および LD･99

についてそれぞれ別々!こ詩カの大きい.ものから暇次に

配列すれば次の炎 (約11表)に示す通りとなる｡

.坊11表を見て先ず気付くことは,この度は大体にお
いてbの位即ち殺虫雄琴の大きいものほどiiiカが大き

いことである｡ -

ここでもMonochloioa-Get,icacidのエステル規が

- i
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TableXI･'ordcrofToxicit'yto､t･･lrdstheFemaleofCaZlosdbr'LCh'iH 7Li'tmf''S

inRegressiqnEqllation:.. LD-W(mg/L)Chemica】S＼ - MLL)(mg/L) ･.Cht∋micals

n-.amylthlorムacetate 0.16､ 10.589 .'n-amyl.chloroacetate' '､ .■0.38
jso-propylchloroacetate pO.19.:3..693-7.664 n-butylchloroatetate 0.47

･Methylchloroa,cetate ､ P.22 ,4.GBjI Ethy1-chloroaeetLltC. I.0.48

n-butyldhloroacetatep _0.23. ll.651 Nitorobenlz.Fne ■0.63■

･-9-nitrophenolL QL89. L..2.885.. oTnitropbeno1-°∴ ∴ 1.69
QTCh_lorophenol. ~1.10. 1.723l_ -Tetrachloroethane, ネ61

Furfural :.1.b2 1.218 ～.I3rom-obenzene 3.39J
I3tomobenzenも 2.45 -2.474. Furfural ..3.83

Methylformaie 2.96 1.697. -.Methpylformate .'. 4.20一㌧ -

解れた昂カを有している;

甲の場合にあっては chloropicrinを用いた実験

を欠くので,これと他の塀晶とを比較することを得な

い｡その他ゐもの 間ゝでは amyIchloroacetateが

最も巧力が大きい｡ これは MLD によるふ 或は
LD199によって剰新するも同様である｡

甲の場合におt､でもAILbによるか,滅はLD-'99

によるかに従って蒔カの咽笹が異ることは8の場合と

同様である1.-また8と?とを比べる時には霜カの頓位

が必ずしも同一とは限らない｡このことは薬剤によっ

て殺虫能率が98において必ずしも同一の幌向を示す

ものでないことを物語るものと思う｡

興味あることは MLDによるも或は LT)199によ

るも i:thylacetateは.98いずれにおいでも毒力

が最下位にあることであり,Carbワndisulphideは

最後から2番目である｡そして,chloropicrinは8

に対する_LD･99によって判断すれば,その巧カは?

Iこおいても筋1位にあるものと思われる｡ ＼t

'1.3クゾウの璃蒸実験｡供託虫としてコクゾウ,.Ca-
＼tG"dra･o'ygae･を用いた場合を収り上げて見よう｡･

この系列の実験にあってほmonochLoroaeeticacid

Olモステルとしてほ amylchloroacctateを用いた
実験があるのみである｡しかして.この実験においで

は.早8の鑑別を行わず,関都 n混じたま モゝ待った

のであるが,その成矧こよれはMLD;は 0.18mg/L,

iD二99は3.42品g/tであり.i'二の伯は0.7】8で-
ある｡そして.これがmいた坪品の中では位も招力が
ま凱･ものであった｡

その他のmいた非晶を巧力の帖1位に配列すれば次の

爽 (約12衣)に示す凪である｡ .

_ 約12衣にかかげたlB晶の.TFlでは8の場合にはTetra-

chloroethane_が収も和力が大であり. Carbon
tetrachlorideが瓜も招カが執 ､｡たi･し平の場合に

はLD-99によって刑断する場合には O-ctllorophe-

-_no1-が節1位となり Tctrachloroethane(輔 2位
に搭ちる｡而して8の切合には苛力の耶位は MLD,

′LD-99何ずれによって判断するも同様である｡しか

し平の場合に旦まMLD による場合とLD-99による
場合とで若干の差がある｡いずれの場合にあって~も

carbontetra'Fhlorideが最も毒力が熟 ､

との系列の実験にあってはChloropicrinをmt..な
かった故に;これと他の燕晶とを比較することを和な

い｡先にアズキ9'ウムシの場合には chlorop享.erin

にや 近ゝい持カを布するも?とし{はn-amylchlo-

roacetateがあり,そ?MLDは0･16mg/Lであっ
.た｡コクゾウの場合に arnyl･chloroacetateの ML

･-D-は0.18mg/L でありTこれはアズキ?･ウムS'の
･-場合にすこぶる近い｡ 1

･am≠lIchloroa'celaleを Carbonbisulphide と

､比較して見るに,MLDによって判断すればa血yl

Jhloioacetateは-tatrbonbishlphide_の約28倍の
･符力を有するこ-とになる｡然るに若しも_LD-99を基

蹄とするノならば任に 2.4倍でしかない｡斯くの如く

･tD二か -:-よる吻杏仁やyl-coo-i6-i-cetate~頑 力が:
平しく小さくあらわれる理由はamylchlorpac6tate

の殺虫能率が著しく小さいことによるものと思われる｡

ー 201
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Table/Ⅹm OrderofToxicitytowardsCalandraoyyzae

■~ l

･1.nEquatl叩!J.-bl -ヽ-L.Chemicals-. .-LD(-Egg/i)･ChemiCalsl: MLD..(mg/L)

Tctrachlorbethane 1.2b ･'､0.7】5∴ Tetrathlbr｡ethane / ･■4..4L.)

JCarbo~nbiShlphide. ･6.8i. ･､_0｣571 Carbonbisulphide _ 10.91

ch占mieals MLD .(mg/L) ら.＼∴ I -ch占mical占. LD-99.･-(mg/L)

Tctrathldroethaile ll.60.. ･.′0.699- qTChlorophenol. ⊥ ノ3.73■

Jlromobenとene ' :4二軍8 ∫.0.898.- LBr叩 dbeT)Z-e.he.- ■0.87_

C;lrbonbisulphide-. 与.Ii: ･.0.805′ C?rbonbisulphige` 8..40

Mcthylformate~- 6.60- 0.202 EthylenFchloride. 16.73

Ethyl申etridhloride 25.96 -0.1431- ■EthyleneJtrichlofide. 42.23

TableXIII.Orderof･ToxicitytowardsCaLandrasasahli

･̂rrangedaccordingtoMiD(mg/L) Ariangedaccordin亨to･LD-99(mg/L)

-t wheriMl'ⅩtureOfMalesandFemaleswereused.

Bcnねld ehydeJ.7, ･_1E10p~ 一l!ch.zalde-hyde ∴1.62∴

ltromot光nZ甲eTr.1.66Dr脚 Ohen主e垂-,.ll.85Bromdbenzeヰe-7:.3.J40Ⅰ汁ombbenz由e■ 4.23
･Mcthy1-formate 2.21Etllylenechloride-3.31carbonbisulphide8,06MethylLormate.6.31

Catbbnbisulphide5.78-carbonbisulphide5.72__EthylcrleCh1.oride15.19E~thylen占叫 orid6-21.34

アズキ.}'サムSJの場合には_amylLchloroa任tateは

コグゾウに対する場合と異り著しく大なる殺虫能率を

有して串った'o(節1表参的) ､
ココ発ゾウ(CaZandra･sasahii)の畑茶実験｡この成

202

続は約7表に示すとおわである｡この場合にはmいたI'一
準品の中で鼓も毒力の大きいものは Nitrobenzene

せあって,8･甲を混合して供試虫とした場合の,こ

の共晶の MLIiは 0.22hg/Lで,LD-99は 0･40

/1
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mg/r･■ctあったoITJいた野WJの7tTjJJのnFlfl'J'は_8と?七
で鬼().又,その何ずれにおいてもMu)によるか

奴はLD-99によるかによって招力のWlrは刑る｡し

かし,NitrobcnzふncがJ詩も招加 ･.大きく加nzaldc-
hỳleこれに次ぎ,C･lrhontctrachlorideを除けば.

Ethy1..1CetatC矧ま･F.thylelnqtrichloridcのいず

れかがJItもお力が小である点においては同校であった｡

いま, Nitrobenzene'とcarbonbislllphideとを

比べてみるに,,MLDを基準とすれば Nitrobenzene

は C!rT)onI)isulphl'de.のお手そ2昭 の招力を右する
こと なゝり. LT)-99を基準とするならば,JLそ17倍ヽ
の苛力を有することがわかる｡

CL7Zandrasasahiiに対する各種班晶の市カの順位 .

を示せは妨13式にか げゝろ通りである｡持力の大なる

もりよ,)IrGZ次に配列する｡ー

ヨクヌスT･モドキ(TriboZz'tLmCaSLaneZLm)の実額.

この昆虫を用いても少数の買収を試みた｡その結果は

郡8誠にか げゝてある｡コクヌストモド牛に対しては

Ethylchloroacetateと iso-propylchloroacetate

-の2種の Ester.を附いた｡_この巾では前者が詩力 ･1
が助 Lて居った｡48時間煩講の成矧こよれば Ethyl

(o
I
X
遁

旧
)
音

!x
.
L
′a･̂
!re
p
絹

加

わ

R

卯

甜

卯

却
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chl｡,｡acetateの 正 1)及び Ll)籾 はそれぞれ
0･25及び0･43mg/L'C.あう1:..

携帯剤の蒸気圧とその捷力

苛性ガスがそのTG･ノJを発印するためには残る爪托脈
圧の把矧こ越することを嬰する｡この',*LiL.妹において蒸

気圧が平しく代くして,飽和時における相生ガスわ況

圧が常しく伴い時には,そのような襲晶は大なる苛ガ

を有することを碍卿 ･でおろう｡すなわち煤幕別の荘

カとその蒸気圧との問には幣蹟な関係が存在するであ

ろうと推察される｡蒸気EEの目安とtでは沸点を採り

上げることがLu来る｡即ち-5'i晶の沸点の高低とその毒

力との問に関係があるとする説が劾 tるゆえんであ

ち(2)｡ 一＼
雑著等の実験結果によれば (春川 ･徳永(I)),300C

48時間燥茄の場合に NaphthaleneのMLDは0･27

mg/LであウトLD'-99は約 1mg/Lであって昂力は･

かなりた妄評好なるものである｡この LD-99'はおよそ,

この湿圧での飽和丑であ右｡N.lPhthalcne.の沸点は

218oCであり,今図mいた粥晶の何ずれよbも弧氏が

掛 ･｡しかし.今回肘いたもの 中ゝでは NaphtJlai-

enbより弧瓜ま怖くして,しかも招力は之よりも大な

.1220 --るものがあった｡即も昏々の実験成餌
は或るものはMoonllの祝を支持する

200 が如く見ゆるが,必ずしも脚 こそうで

あるとは甘えない｡

そこで今岡のアズキゾウム5,の8を

用いて行った300.4叩即iJ揺菜の成㍍

をとって弧tL:iと招力との国体を検討し

/40 て見ることiする｡この日的のために

LD-99'の逆数印も大野 ･長沢の絶対
有効圧に対応する値と汲氏との関係を

/boP 図示すれば第7図となる｡

召 第7匿Ⅰによって考えるlこ襲晶の呼吸
80 'Sch･ ､中苗別としての有効舵と汎氏の荷作と

60 着
の問には必ずしも必然的の国師がある

･3 とは甘い刑い ように･tRあれる｡恐らく

40 Fq ,解班の化合物には馳 !力に関する特殊
性があt),それは必ずしも沸点の試供

のみに閃述ナるものではないのせあろ

う｡また似F)に坪晶の呼吸申屯利とし

てのMLDは或る程度まで沸点に支配

されるもわとしても,/串晶によって回

帰方程式の係数b;/即ち殺虫能率には

･著しい大小があり,その結果 として

LD-99kは孤島に関係な<著しい差が

起り得るのである｡･.
例えばアズキゾウムS,の8に対する､

203J
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実験成抗に2.i:iずいt'(第1次)_chloropicririと0-ni-
trophcholとを比べて見るに前者の瓢氏が1120であ

ろに対して後者のそれは214.50である｡一而してMLD

は昌は の0.Img/Lに対して,後者では0.87mg/L

tであt), ch16ropicTinの芯カは nitrophcnolの凡

LそDli'1に近い｡また,LD-99を比べれば,前者の0･12

mg/Lに対して後者は】.69mg/Lであって;-chlo-＼

r9Picrin中程力は nitrophenol.の14倍になる｡こ

れらの巣品の回矯方程式の係数 b 卑比べて見るに'

cllloropicrinにあってほ82.2であるに対し,niレ

rophenolでは 2.995であって,著しく小である｡

これがrlitrophenolのLD-99を著しく大ならしめる

結果になる｡しか.らば何が故にかようにbの掛 こ著し

い差があるのかといえば,これは印に沸点の高低のみ

によって説明し得るもの･叩 なく,L恐らく雨蛙化合物

の化学的構造に伴う特性の差典に惜すづきものであろ

う｡,Reark&Cotton,-I(1929)(1]'は 300種以上の

脂肪族訳化水菜及びその誘特休の Catand'a占'yzae

学 界 16 蚊

一一において同宿直税の角係数が大きいこt'は,その銘品

に対する昆虫の感受性が大きいことを意味するものと

もいえる｡(内田 ･*JH,19i7(10,)

今回の実験においで 由iLosムbruchtLSに対して肘い-

た17感の幼晶にかんして',?畠Q)'bの鹿を此校してみ.

るに98ヒおいて柏等しき場合は塩に1に過ぎず.1早

において1,が小さい場合が5･-反対lF8においてbが
小さい場合が7であった｡その他の襲晶にては実験の

誤差によるものであるか,実験系列が央るに従ってl)'

の大小の幌向が一定しなからたムこの結果から冒えは

築丑の籾加に対する感受性が98何ずれにおいて大で

あるかは単品に.iって異るものであり,Jt'jzfしている

ものではないと言えると思う｡

この系列の実験結果を見るにMLD,LD-tDの何ず'

れによるも平の方が抵抗性が大きカさつた場合が 6,皮

･対に18が抵抗性が大きか?た場合が2つあった｡また一ヽ･

'MLDに.よって判断するとLD籾 によって判断する
ことによらて全く′反対の結論を生ずる場合が2つあり.

に対する巧性を研究した括弧 二その結論に-｢著しく高 ,

い沸点. 例えば 150つC 以上を有するものは 25?C I

内外の狙蛇にあっては限られた作用時間内でI羊毒性を -

発揮するに充分なる瓦斯竣度に達することが困即であ

るという点を除外するならば,弧点と巧カとの間には･

把接の閑速は布津しか ･よう七見ゆる｣と述べている｡

たL'し,-こ にゝ附冒しておきたいことは'上tき述べた

-ちとは雑品がガス態で埠中に作用する場合において正
しいのであL),MooRT:(1918)03)が接触剤としての有 ･-

械化合物の詩力に田して説いたところ●とは自ら別の開

旭であることである｡

雌唯による感受性の島毘

詔ガスに対する感受性が♀･8によって典ることが

･あり'また♀･8の何ずれが感受性が大であるかは巧ガ

スの械矧こよっても兵争ことあるは鹿に内外赤川 (10'
によっても指摘された｡わ才め れの今回の実験成坊に

かんしても同様の事実がある｡ ､~
これはっいて述べる前に,先ず昆虫の感受性或は抵

抗性の大小を何によって姿'll断するカ..につい七一冨する

一必封がある｡MLDわ大小は昆虫の感受性を判断する

良い2.S礎となるこきは多くの学者の認める所である.

しかt･''鶏並と殺虫率と?関係を示す回惰方程式の係

敬,ーb.即ち窮品の殺虫能撃は918によってかなりに
著しく興る如 ;少く年いことは,~われわれの実験成班

を見れば明らかであるふそれ故I_=限りに MLD が早･

8において同一であっても,典品によっては LDT99

にや 著ゝしい差異がある場合がある.'従ってMLDに

よるか..LDl9.9七 よるかによって98の感受性の大

~',N ま全く異なる結果を京すとともあり得る｡この意味
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その他の場合にあっては MLD によれば98に感受

性の益はない羊とLドなるのに,LD-99によるならば

平か或は8の何ずれ'b埼;明らかに感受性が大であるこ

と なゝるか.一成は反対にMLDに与れば98何ずれか

が感受性が大であることにな畠が:I!D-99によJLは
.早8問に感受性の差があるとは結諭されないことにな

る､｡-これを要するに;JMLDだけを見ることたよっ
て?或は8の何れが感受性が大であさと結論するのは

早計であり,実用上の見地から考えるならば,むしろ･

LD199 或は吏!こ大なる死虫琴を与える捲正に誠づい
て判断することが必要である｡一何れにせよ,早8の何
叫が抵抗力がホなるかは襲晶kiTつて丁按ではなく.
これは嘩品に特有な鞍作用と開通する.ものであると鮎

諭せねはならなして｡

作用時間の長生と致死畳との関係

一巧ガスが昆虫に作用する時間が長いほど殺虫効地主

高まるべぎことが想像される｡従って惚議時間が長い

ほどMLp及び LD-99′ほ小さくなるべLと考えら

れる｡しかし,或右限度?作用時間に遊した上は.作

用時間の延長は必ずしも致死畠の洪少を伴うものと宮

いうるかどうふ｡アオキゾウムシを用いて30oCで行

つ[=実験成矧 こついて24時閉域議と48時間の吻合とを
比較しそ見よう.(卿.4義).､･.

妨14表を見るに Butylchloroitcetateにおいて

ほ48時間悠茶の場合に MLD が蛙に大きくなってい.-

るが, その歪は梅めてJJlであり, 恐らく.訳迫の陥

田内にあるものであろう｡amylchloroacetateの場

合には48時間の場合の MLD が24時間の場合よりも

小さい｡しかし,Monochh一0よcetateにあっては,



防 虫 科 各 節 Iq娩 I

Table耶 ComparjsonoL･hthalDosesQbtainedwithMaleso'fCaLtosobnLCh'LSC7u'"ens''S'_

王n24HourF.umigationwiththose王n'48HourFumigation

′′･Chemicalsused 24hFumigation 48hFumigation

ilethylFhlotoacetat? 二､0.06 0.46 0.0(】.一 ■●0.41､
Ethylchloroacetate.1 0.24 0.40 0.21 0.31..

ButylーChlor9aCet_ate._. .0.25 I.0.661 ■0.28 L.0.55

-Amylchloroacetate-:- ∵ー0.25-■ 0.39 .0.15 . 0.37rL

0TChlorophen｡1＼- :i.23 ,̀一2.83 1.07 . 1.87.-.

Brorpobenzene ･,73.82- 1.10.07 ･2.62 3.94

大体において煤蒸時間が48時間にlなって もMLD,
LD-99ともにほとんど変らないといえよう｡

､ その他のもの 中ゝでは Furiutalでの実験威矧 こせ

おいては48時間の場合た却って MLDも,LD相9も

大きくなっているが,これは不合理なことであり,秤

技な結果をえた理由は明らかでないが,実験における

過誤によるか,或は長沢によって発見されたように実

験時の典ることに伴ノう供託虫の感宅地に琴があったこ･.

とによると見るべきであらう｡ また 咋ethylform-

ateの場合にも,卓の ML'D は48時間の場合に却っ

て,や 大ゝきいように見え由 ;,こ叫 ま恐らく誤差に

よると見るべきであろう｡･

これらの外にあっては,予想されるように 48時間

･憶茶の場合に MLD もLD-99 も共に小である｡こ一＼
れOJ結果か推論されることは Monochlo,oacetic.

acid･の ester矧 こあっては標茶時間を48時間に桂

長することは,殆ど致死鼓に影響を及ぼ さlないが,

ChlorophcnoIIBromobenzeliel′carl-0zlhisulphi-

deなどにあってtも 著しく致夕伍抱 拭少せしめるとい
うことである｡しかし,興味あることは,揺蒸時間を

長くすることによって,所要重畳の減少する割合は名

品によって著しく典るちとである｡ 例えば Chloro-
phenolにあってほ!.48時間の場合'O発生は24時間の ･

場合の MLD,LD-99 の,それぞれ品及び品であ｡,

諾 讐 篭 忘'3'遺 賢警笛 芸:･D;霊芝
ある｡これらの却矧王将晶_o和睦と取))の如何によっ
て標茶時間を24時If'r]以上に美空長する必封ありや否やが

'ji!まろことを示す｡こ にゝ附冒しておきたいことは,_>
われわれb)突放にあってはガスめ吸市城は洞塊は殆ど
全く井托い場合であることである｡

丘虫の積軌こよる感受性の差異 ､

招ガスに対する感受性が昆叫の和矧こよって典るこ

とに?し_･では欧に幾多の究助成折がある｡例えはSTIJ

xpARJl皮LTNDGmN(1934)t舌,,smii･̂nD,LINDOnTtN

串TIION̂S,(1937)的.FrsK･&Sllm･̂nD,(1933)め

SIIRPAJID&BuzICL【Y,(1939)仙 執 まみなとのことを､

指摘している｡･また,放和のiIfガスのillカの咽位が昆

虫の種項が典るに従って鬼ろことあるは.SIl)I:P̂nr)Ct

al.(1937)031によってもnnらかに示されたqTrである｡

氏等の研究結果によればCalandragyalla'iaは Ch-

lorop_icrinに対してはコク■′ウ (CatandraoTyRrae)

よりや 著ゝしく抵抗力が大であるが, Sulphnrdi-

oxideに対しては,逆にC.granayiaの方が-辞しく感
●

受性が大であるという｡他にもこのよう.Tr例が決して

少くか ･のであるが,この技な現象が見られる理山は

slIRPARD,(1939)(15'も指摘している如く由性ダスの'昆
虫に作用する槻梢が昆虫の柾研が見るに従って必ずし

も同校でないことに述囚するものであろう｡一

書々は若干の宍験においてアズ*.J''サム5'のほかに
ゴクゾウ,ココク●ゾウ,･およびコクヌスートそドキ等を･

も用いたので,それらの成矧 こ恭ずいも ーその感受性L

を比較してみよう｡-たとし,コ1クゾウおよびココクゾ

ウにあっては憶蒸器より収l)山して把に戸出搾 調玉を.

行ってあるが故にこれらの成tllをアズキ')'サム5,での

成班と比校するには若干の現収を必Rtとするには迎い

ない｡もしもコク･}'ウなどの場合に燃讃終了後48時間

を題て調査を行うものとし このrlnこ若干の批 する

ち?ありとするならば,コクでり矧 こおけるMLD或
はLD-99は恐らく吾々がえた数字よりも矧 こ斑分村

大するものと考えて比較をするこきを要するであろう｡

さてこの掠な牲恋を以ってアズキ･}'ウとコクゾウとの｡

成坊を比べる時に興味ある事実を見出すのである｡三一

の点にかんする嘘坊を卿 5表にか Lゝ.ずる｡ ･I
これまでの研究･#の和合する所によって考えれば∴

体が著しく小さいコクゾウがアズキゾサムS,よL)も苛

203



防 虫 科 学 鰐 ･16 蚊

Jr

TableXV.Lei扇I.DosesforMalesofCallosob,uchusーchl'"ehsisandCatand'ao'yzaein
48ll.Fumigationat30oC.

/d .caLlosobruchusrchinenSis. JCalandraoyyzae,I/.千

･hemlCalsll亨C､̀ MLD._(血よ/L) LI7-99('m女/L) 叩 LD h.gJL)iD-99(mg/L)

hloroethaiie .1,00■ ･,L2.43 lJ20:､ ∴4.45.

Lformate ･2こ58_I ･3.63 L:7.25pL- I.ll.28-/

nechlorid占 -, 'l4i23*-≡L 9.90* .. 10.55 ~二18.48

* I.Accordingtotheresultsofmortalitydeterminationノmade5hour占

after'thefumigationwasover.

lrスに対す.8感受性が大きいだろうと想像される｡然 ~
ろに榔矧iそらではなく衣に示した結果tiよ軸も-付

すJtの出品の場御こもアi･キゾウムシがコiゾウより

は受性が大でちれ 従つ⊂MLDもLD-99も小である｡

コクL/クの場合に死虫率調査を行う時期をもつとおそ-

くし,従って蘇生するものが埼加するものとすれば両 叶

邪に対すも致死嚢虫の歪は更に大きく,なるであろう｡

しかし納税の昆虫ゐ抵抗性の差は鞘品によって異り.

山omムhcnzeh-Cの場合には両槌昆虫に対するMLD

の並も泌tLDl99の差も也少であるが 如thylfo-'･
rmatc.Ethylacetate或は Carbonbisulphideな

どではこれらの道が著しい｡ことに Ethylacetate

にあっては,コクゾLT)に対する LD-(Jgはアズキゾウ

ム5,に対するもの 約ゝ3･6倍に等しいことを見るは惣

くべきことである｡ ＼

Rtにコクゾウt/,チタy:ク,‥(Calム〝d,占S'asahli).

とを比べ･C見よう｡第申表と第7衣とを比較すればわ

でbaleⅩⅤⅠ.ComparisonoftheResults

ments with EthylcllloroacetateOII
CalLosobTuChzLSChiTTenSZ'S.

l＼_

かるように,-コクゾウの8に対してBromol)enzcnc,

-cafboDbisulphide'MethyH ormate'Ethylen?

chloride,F.thylenetrichloridc,Ethylacetate

の6位の襲品を用いた場合の毒力の暇位はこ にゝ記

した通りである｡ コク̀ゾウの8に対する場合にも.

.LDl99 によって判断すJuま毎力のJZUi位は上にあげた

ところと同一であbl.~多くの場合においてココクゾウ

の感受性がコクゾウの場合より小さい｡これは-Jコク

ゾウがその体がコクでクより著しく小さいことから考

えて予想される所である｡ た廿, 興味あ るこ とは

Ethylenetrichlorideと､Ethylacetatcにあってほ,

逆にココクゾウカ亨コクゾウよ.りや Jゝ抵抗力が火であるo

MLD を比べる時には頚晶の詩力の1耶位が両紐の

場合に著しく典る69みならず∴Ethylenetrichloriこ

deの MLD はココク'/ウにおいで,や 新ゝしく大

の奨晶を両校の昆虫に用いた場合の国府方程式の係

ofFumiLgali｡nExpe,i- 数bにも･やや乎

T,iboLl･um,CaStancum and ､しい 益が見られ
.る○

48llourFumigationat30oC.

CaEZosobrulchuschinensl'S ･:T,;boh'zLm CaStaneu叩 .

SeX一 叩 一D (甲g/i).LpT99(.r.g/L). Sex.~ー MLD.くmg/L) LD--99l(mg/L)

24 HourF,um享gationat30oC･'

以上の如実から,･

コ'クゾウとココ.ク

ipウとは梅めて妃

枚の昆虫であるに

もかlあらず,上

記粥品の両也の昆

虫に対する殺虫作

用には,かなりEyi

著な益があること

3･58 を推知し村ると思
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/コ,クヌス]･.モドキ..(T'ibbt''-LmC占srancuh)に対し

て EthylchlProacehtcをmいて行った燃茶試験成

机をナガキ▲ゾウム5,の場合と比較すれば.約16光に示
すとおりである｡

.コクヌストの場合にあっては照満にあたって?･8

を区別せずにfTlいた?で,この比矧まや 安ゝ当を欠く

きらいがないでもないが, CatLosob川1cFLuSの場合の

MLD或はLD-99の?8の平均値を T"I_botium の

切介と比べーることによって,Iもi･誤りない判断を下し

柑るであろう｡第1｢表l羊よれば48時間の場合には両種

の昆虫のこq坪品に対する感受性にはほir差がないも
のといえよ亨､｡ところが,24時間標茶の場合にはCa.I

LLosobrzLChlLSの方が著しく感受性が大であることを読

す｡-これは殺虫能率如ヒ校しても間接の傾向あること

を見るのでtある｡(約1末及び折釘衣参照)

嬬零時の退席と殺虫効果

呼吸申告制が昆虫に作榊する当時における氾姥が殺

虫附†忙及:･ます形執こ閉じては,一般に中尉な氾乾せ
あるならば温熱ま高いほど昆虫の亘吸作mを促進しト

従って殺虫作用をも促進するものといわれている8し

かしながらSI叩PARD等(13)がEthylenedichloride

を T,.･bolZ･umco/n/us叫 こ対して用いた実験結果によ

って証れ おごとく･粗乾?上昇は必ずLや常に殺虫
効果を高めるとは結論することは山来なLSo何となれ

ば紐皮の上井は襲晶の揮発性を大ならしめ,その結キミ

とし:咽 品が昆虫唄こ野市帥 去土とを臣曙 する結琴
ともなり得るからic.ある｡軸ち気温の上界が殺虫助架

を高める'tいう-Cとは何ずれの慣蒸刺についても常に

~ヽ
怖くなっても和力が幾分班少するもの 如ゝく思われる｡

Benza'ldehyJeの場合には 17｡C における突放を欠

くが,20oCにあっては 30oCにおけるより数分役虫

カが弱くなるものl如く思われる｡しかし.'この点に>
田しては吾々あ挺た資料は未だ不充分であることを認

めJも｡ (･

･ 中晶の化学構造と殺虫力

有機殺虫剤の化学隅池とその殺虫力との問に甥按な

関連があるととけ,今日一般に認められている.しか

しながら広く各校の化合物を研兜して見る相 手.詩作

印を鼻太る本体と認めるべき元試【乱 戒は隅放伐式を

学:節も16億 ＼ 一<

項 であるとほいも't_難いことを知る';:
･苦々あ今回の燥蒸実験にあっては,,汲東の殺虫効果 1,

に及ぼ'Ii･影智を検討する(_=適当した威矧ま極めて少い ′

のであるが,それらをこーゝに摘錦して見れは第17表に -

'示す通りである｡

節17式に杓げた数字を見もに, NitrobeI退甲eJと, ,

● -0,,-AC:TlolThP三C.noi;i:lA蒜 ㌫芸 完 慧 盲等 TG:苧 一

l
TAbleXVII.EffectofTemperatureonthe
in48HollrFumigatioli

決定する土とはむつかしい｡それでSmPJutD,(1951)

(16)はこの点に関して,'一般的に冒うならば偶々わ元 ` ′

葉或は元素団から成る′鵜■(】iadical)が招性を決＼

定するというよりは,むしろ,それらが和知まって分

子を柄成す声均分に,それらの閑迎によって化合物の - / _ /
芯性を決定するものと解釈すべきであろうと述べてい

る｡しかも.或るFEの元弧 馳土元来田の加わること
が詔力を析大する椴源となることがnjJちかに転ってい

るものも少くない-｡例えば色々の謝 ヒ加粁Cある痕虫
I
SusceptibityofCatZosob,ILChlLSChl'llCnSis

Nitrobehzene

oihlorophenol

I I3enzaldehydc I
IteMdOratfatleiIyg窒ethe.ruTin-I
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#tJの喜力は塩素,炭素或は沃素な車の如き｢ノ二｡ゲ･/｣
元素,或はOfI,･N92等の基が導入される時に著しく

増加する例は少カさらず知られている｡IR(iARK&C0-
-TTON (19や)(ll)は沢叫釧 旨肪尻化合物及びそれらの

誘導体の呼吸中毒剤としてゐ毒力について牢く研究し

て,67一mg/L'以内で24画調以内にコクゾウを殺す化

二食物t･し七17種頬をあげ,それらの中の13位は-ti-ゲ

I/元菜を_含有して厨り',損やのろ柾は硫衣若しくは窒

束を合有して居ると述べた｡

. 暫々が仙 ･た菜畠をそや化学構造の類似した群に分

'現して,それらの毒力を比較してみよう.I,

.1 まず戯故の有する水菜採子1個をハログ./で置換し

たもの･即ち m.onochlorDta占eticacid のエステル
は RoaTkー&Cotton(ll),!】7)の研究によってコクゾ

ウIと対して著しい寄力を有する.ちとか知られているが,

･こ'の瓜にがんする書々の実験成杭を妨19由羊示す｡∵

､.衷にがi･けた成矧 こよ叫 だ-M.LD によって別邸す

るならはるの場合I='はJMethylchloroa占etateの毒

=ヽ

欝 16蚊

て著し(一小さtJことに原因する.ものゝよ うで あ る｡
(第1表参配)

興味あることはこれら-の成杭を Ethyl■acetatcを

仙 ･てえた成続と比べるこ上でちる｡この墳品の7A'

キゾウム̀S,の8に対する LDl99は 11.99mg/Lで

みるが,Ethylchl.oroacetat号の LD-9-)は 0･31
mg/Lであり,従って後者の詔力は前者の凡そ38伯の

一環力を有するとりこ亘る｡-即ち1塩素政子が水菜を位
換する影響が如何に大きいかを知ることが山来る｡

Phenrol鞠としては O-C_hloroph占nolと p-nitro/
phenolとを試用したのであるが,この内瀦のむ･))の

藍は大差なく,任に後者が燈ってし一･声よ､うに兄ゆる｡

" -y系茨化噺 -ログシ田換体としてはTetra-
chlorom9thane,即ち Carbo-nte'trachloride(C

C14),Elhylene叫 oride(或は dichloroethan占,

C2.H｡C12),及びTctrachloroetha占e(C2ⅠⅠ,Cl.)を拭

-~みた｡その成抗を比較すれば邪19表に示す通りである｡

雷雲芸禁 言慧 yla･崇 .leresltbe諾 議 Ib::芸 芸警 O-

しかしながら,LD-99で判断するならは8では 耳ト∫/

Dylェステルが巌大の汚力を有するが,平にあっては

amyl,エステルが滋も詔カが掛 ､こと Lゝ寧ろo Met-:
hylChloroacetate'lt8に対する MLD は著しく ＼

:I::諾 ミ謡 bb･47aLGD0-91911:農 芸.aTiyi言AMel_.
thylエステルにあっては殺虫能率が旭のものに比べ

表わ数字を見ればア7;キ'/!?ムシ及びコクゾウの何

れに対しても T9traChlolroet中ne の符カが投も大㌔
で･▲Ethylenechlorideがこれに次ぎ,Carl,on.te-
tra_chloride即ち TetfaChloromethaneの331カが屈

蘇,1､であることがわかる｡即ちユタyの塩素征換作の

中では姐素が4原子入ってしてろ･ものが2広i子田抽体よ
りも掠カカ妨 きく･,同じ4尿手軽換体の中-clか .タ･/
の塩素置換体の蒔カが著しく劣ることがわかる｡

エチレt/系卿 ヒ水素?ハ占ゲン田政体としてttEt-
hylcnetriehloride､(C2H･C13)･及び Ethylcne

Lchinensisin4Sh.Fumigationat30oC.

Chemicalsused

＼一 .

Mcthylchloroacetate

Ethyl ･-ク

n-propyl ノク :

iso-propyl- ク ー

n-butyl : //

n-amyl //

(_MLD mg/L)I(LD-99iilg/L) (MLD一mg/L)

0.22

0.280.28

0.19

0.28

0.16

(LD-99mg/i)

TableXIX..Comparison ofLethal-Dosesof̀Halogen S!ユbstitutionProductsof
Methaneaiid.Ethane

･ ･･ ∴ . ･ ∴ … ‥ ∴

… 二 ≡ ≡ ≡ 苦 言 〒

ヽ せ
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tetrachloridc(C2Cl一)を川いたのである｡アズキゾ
ウムシに対する宍取成紺蛸亡.3抑こ計T.int)である｡
これを見ると,この糊合においても-pゲ･/Tl:(子が1
仰棚 け ることによって符ノJはLt)欄 によれば16倍

以上に析加することになり,ATLDによって判断il.ち

ならは招カは18倍以上に附加していることになるO.
｣瀧の如くこ雷々はメタy,.Lエタン及びェチレンの3
系列の卿 ヒ水菜の,3I,ゲ ン荘換作を試みたわけでおる

那,それぞれの有するH 4原子を,i.,ゲジで置換し

た誇称休の中ではチチレン索'D_ものが最も市カが鋭く,

メタ¥系のもの 荷ゝカが最も劣ることを知った｡
･ペ ソゼソ系の化合物としては,p-dichlorobenze-

tTIC, 0-dichlor()tmzene,Bromobenzehe及び Ni一

ItrobenzeJneの4位を欝みた｡これらの中では Nitr-

obenzencが‡琵力投も大にして, Ilromムbedz甲e･こ

れに次F;p-dichlorobenzenPが節3位にあり,-ふ

dlehl｡robenzene･が最も拓カが熟 ･｡咽 ち-17ゲ･/

尻手が加わるより高-,Nitro一基 か入って行くことが

_史に著しく茨化水素化合物の詩カを増加することを知

る｡メぞ'/宗光化永楽の1位でありながらク｡アビク
yy恥, TrichloronitromethanefcchNO空)が

CarTZontetrachloride切】ち Tetrachlorometl)'ane

(cch) と呼べて新剤こ大きも眉力を布することは,

NO2-誠 が入って居るによるものと考えることが‖来l
る｡

13enzene貰…にアルデヒド誠 (CHO)の入った!-en-

zaldehyd占.杏,これらのベ ンゼン顎等休と比べるこ

とは興味がある｡切】ち節'20表にかかげる通りである｡

+
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執 ､が Denzaldhydcでは逆に7yIキゾウムS'が拭

抗牡が小や る｡アルデヒド拡 cI!0がペソゼン現
に入ると共謀拭換作に比べてや.k耕しく招佃 '･大きく

'なることも粍恋にllTtすること･.i.tuうo
FllrfuralについてIL冒するごとが望ましい｡これ

はいわゆる災節現状化合物であり,双葉環に酸謀が.1

悦子加わt),一つのryi束に7ルデヒ.ド基が結合してt.ド
る点において,′Benzaldehide とや々似た化学構造

を有している｡アズキゾウムシに対して,この化合物

-の苗カを放した成矧ま第1未に京し<あ'るとおりセあ

り,そ鴫 力はRenzald9hydeの甲 喜也 る｡∴

結論およザ摘要

諜薪は23位の揮発性有機化合物を用い,主に48時間
を作川柳 t.Lで,これらの呼吸中部 rJtL七の殺虫 も
作用を数誌的に比較しようと許みた.雄 琴昆虫は童と

してアズキゾウムシであyjたが,なおコクゾウ,ココ

クゾウ及tfコクヌストモドキをも用い<若干の実験を

行った｡･

-恥 ､た共晶は蛾憤及び酎慨のエA.テル･Monochl-

｡r｡aceticaとid のエステル狭軌 メタリ,ユタ./,
ェチレ･/野の弧状淡化水菜';の-'T,ゲy隈独仏 べ'/ゼ.I

～/の誘町帆 7ェ′-ルの識別h Furfural淑 こ比`

校の恋味でクワルt･9I)I/･二相 ヒ班素･四射 ヒ米系

等をも仰 Jした｡

或るや品にあっては死出甲の Probit t弊社とは

正掛こ荘澱的な開旅を舟f･るとは見なし掛 ･ものもあ

ったように.LO.われ串が ,しかし.大体において昆虫の '

感受粒の分布にかんする 13,･TSS_の詮があてはまるも

TableXXIToxicit.yofl3enzeneDerivativestowardsCaZa〝dra
sasah;iandCatEosobruchuschinensis.-.

I

∴ :I.':''･ :' ･ : 誓 '': ' :i._∴ ∴ :･: ● . I : : : :

･式に掲げた成抗を見るに,何ずれの昆虫に対しても

Nitrobe-nzeneのiGrJJが取も大であり,Benzaldeh-

ydeがこれに次ぐ｡こ でゝ興味あることは,flromO-I

benzeneにあってほ MLD によればココク.'}'すがや

感ゝ受性が大きいように恩われろが, LIi199で判断

すれば両班の且榔 柑 ま感受地の大小はないことtろ

で Nl'trobcnzcn占'の場合にはココクゾウが抵抗力が

チ,p-dichlorobenzcnc及び O-dichlorobenzene

のとして脈釈なす めゝた｡

実験成抗を孤児するに,宍

欧の約匹が充分でありたと

は言えず従って実験結果か

ら確実な結論を引き出すこ.

とはむつかしい竹 に考え ー

られる｡剖 1.は史にTL!intな

突放を行うならば,われわ

れがえた紙料こは若干の岱

正を必嬰とする部分が生ずることであろう｡

･▲chloropicrinは仙 ･た甥晶の巾でT誌もi8-)Jが眠く･･

また殺虫能率も最大であった｡即ち,アズキ'/サムン

に対するMLbは 0.1mg/i. LD-99_410･12 '̀

nib/Lやぁり,殺虫能率舶勺82.2であらた｡
醗偶の H.を一Clで置換Lt=_monPchloiToAceticI

acidのユズテル放任を試みたので奉るが,とれらは

掛 輔 しい亨軌 を和し,Chloropicrinについで大な

たい｡ らば methylchloroacetateが最も古力が乱 ､こと

209
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に'FJ:ろo即ちその他 と0･06mg/Lであ.つたo Lか

し, このエL7.テルrでは殺虫能御 ;小 さ.t'､結果として

Ⅰ一D-901をch16ropicrinよE)は督しく大きく.なるo十

mCthylePtcrを臨加 ま,I.Ethylester,及びn-amyl-

C･?tcrが応も招･JJが弧く･それらの MLf)はそれぞ

れ 0･21mg/L■およ-ぴ 0･15mg/LであL),Ⅰ,p-99は

0･31mg'/Lおよび 0;37mg/Lであtvjた｡ /.I
これらに如 1で諒力の大きいものはTphenol'若し~

くは Ilenzc'.ne･の N'02基置換体であり,軸 こ攻('ノ
ものは∴与れらの-ログy置換体であるo即ち Nit二
r､一1'enz占ne ワ̀アズ与 ゾウ●ム.y.b5'?に対する,叩LD は

0.31mg/L.,LD-9日'は O.63mg/Lであり;oTnitr-

o'p_henol･のそれは,0･89血g/L,Jolよぴ 1･6.叫 g/L

LT:あっ!=. 0-chloroph占nolの771･キゾウムγの 8

に対するMLDはJ･07mg/L,LP-9.9は 1･87mg/i

であった｡-

弧状洪化水菜むちメタy･,ユタy:,エチレl/響?ハP
ゲy荘披肘土現状茨化水素即ちべ･/ゼ･/或はフキノー

.JL;ゐ-̀pゲシ荘換休よりも,おおむね持カがおい｡しか

し,t旺挽されるH 尻手の数が多くなれば,一･カ!なりに

掛 ､itJ'Jlを京す.例えば Dichloroethaneのアズキ･

ゾウムS'の8に対する叩.Dは 4.23mg/L,Lil-99

は9･9mg/LであL),･TctrFchloroethan占?それは,

それぞれ 0･97mg/L,.2･43mg/Lであっち｡耳た,_i

l･レン系のハT'ゲソ碇現体としては,Ethylepetetr-
achlorideのそれは,rそれぞれ0･52mg/L,1･Omg/L

であった｡

7lcnzaldeh女de もまた, かなE)に著しい詩カを有■
する｡そのアズキゾウムS,の8に対するMLDは0.43＼
mg/L.LD-99は･0.82mg/LLであり,′nilrobenzc-

可e●よりやIi劣る二

女Lu,Luralもまた;かなり掛 儲 力を右するが,早＼
のアR'キンウム､シの91に対するMLDは1･92m-g/L･
tlD-991土･3.83mg/Lで,Benzaldehydeなどより.

新しく和 ｡Lや!し･･上れを二硫化茨素の_甲LD
2..63mg/i.iD1994.38mg/Lに比べるならば,か､

なり耕しく大なる招力を和することがわかる｡､､･
ノ▲

招qス の 諺力はJこiiを恥 ･る昆虫の位琴と密接串
.関逃があ る ｡ 換亨すれ畔襲品の琵作fTは '､特殊性を有 .
するので, そ のiGpj岬塀笹は誕押す争昆虫が異るに.従･
って多少典 る の が普通であ声それ窄みならず,同｢良 ､
虫Itあっ,.で も ,､その咽 に与っても苛力に差如 ;生ず Li (
る場合が多い ｡･
療蒸時ヒぉ け る 温 度 は 苛ガスの融 に影響すること

は欧に知られ た 軌 で あ る が,.しかしiその影響は準晶 ･
により,ま た ''温 度 甲 高 さによって､典るものでi必ず

しも一党 し な い ｡ 或 る 種の染品に卑っては 30oC に

.′210.
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おけるよりも,20つC においてかえって大なるitUJを
荒すものがある｡例えば Nitrol-cnzcnc, oIChlorb二

ph9nOlなどはtの例である｡′ー
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Rdsumと

-tTientythretevPlratileムrganiccompounds

weretestedas,totheir､toxiF享tyas'fumigants

at､itemperatuibo'f'309C-;Th占duratiohofcxpo-

sttlre,Was48holirsinthremaj6rityof_case.S●.

Thelcompourid三･used lVeieas follows:

Aiethylfム'rmate･ethylae空_ate･monochJloroacc-
tatesof･methyl,ethyl'n-propyl,iso-propyl,n一

tutyl,･･and叩 niylalcohols,ethylenetchlo,i.de

(ordi-chloroethane),tetrachloroeLhane,ethilcne

' .I

､

/
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tri-C71loroi(1C',ctllylcTnc-tctme)1lorjE7C,nitrdbcn-
zcnc,41-(lichlorol)cnZCnC,P･dichlorol)cn2tme,'ben･

zaldehydc, fllTfural,～-nitrophcnolaǹl o-
chlorophcnol,

Jlcsl'dcs.chloroplerin.C･lrlMnhis171phl'deaml

c;uhoLtctrachlor1-de,Vcrcnlso.llSCdL･rrthe
purr"scofcomparing theahol･ementioned

compounds__with.thesepopu,hr'Lumigantsin

thiscountry･ ＼ l

TherestinsectsllSed weretheadultsof L

CattosobylLChuschinen_S" , in most'cases,and

Calandl･aOYy～～ae,CaTan'drasasahiiandTrl'bolium

castaneumin-someexperiments.1

Fromtheresultsof甲pCritnents,themedian

lethaldose_or~MLD and thedosekilling

99% orLD-99werecomputed-foreachtom-

pound.TheinclinationcoeLReient,b,ofthe-～
regressionequ?tionisconsidered to.bethe

indicatorofthekillir)geL7iciencyofthefumi-I

gant.

､ln Calculating these valileS,the B【.ISS′sI
methodwastadoptedwithaslightmodification;

namely,fortvaluesbnX axigthedoseitself

lねsusedin占teado土thelogarithmofthe.dose,

sinceithasI)eensho､Ⅴりh.y.our.colleaguesthat
themortalityin_probit畠randthedoseshowa-

betterlinlearrelatidn~byadoptingthismethod

tharluSlng･thelogarithmofthedosewhenthe

/durよtion･of･e_xtposure._is･moteth･Tn24hours･
､Theresultswhich■weobtainedareinsome′
casesnotipgoodagrfcmentwith whaトthe
BLtSS′stheoryexpects･However,lninterpTet-

illgtheresultsthistlleOry lVaSresortedto,
andtheLollowTing conclusionsweredrawn

tcntatively･Itis.expectedtheconclusionshere

presented,zr.ayprbbablybeslightlyalte;cd

whenzpofeacmrateexperi血entswillhl,ebe-
encarriedoutinfuture-.

ChloropICrlnis-themosttoxicwhenboth

MLDandLD199tTtrCtakenintoconsideration;:I

andthekillinge爪ciel申ylSalsothegreatest

ofallthec()mp'oundsused･Thcvaluesof'MLD
and LD-99forCaLZosobrucFms･cllnenSl'S.aft

O･10mg/LandO･12mg/L,rcspectivelyてl
'･Thcestersofmonolchloroacetica-cidarcalso

highlytoxic.'Theya-rethem65ttoxicexcepト

ingchlorop王crin.OLthe0kind占ofc占tcrstised,

学一･浄'16班 >･
I

theMLD■Jm.i.3'thesmallestinmethylchloro-
1

aCet和,1)cing0.06mg/L･Thekillidge爪ci- ＼･ ■■■ !1
cncyofthiscompound,however.is.notvery

grea!･sothitLD-99isabI9utO･2r2mg/LIwhilCh I

ismllChlargerthanthatofghlorQPICrin･ゝOf-

thcother kinds of esters,ln一左mylehloro-

acctatcisthemosttoxicjudging from the -

-medianlcth-aldose.~ItsMLD and LD-99are

o.15rag/Land0二37mg/L,rcspecti､,eli,.

ー SubstitlltionofNot,radicalforH inthej

henzeneripggrea.tlyincreasesthetoxicity･Th-
us,MLDandLD199ofnitrobenzeneforCaZt01-
sob'ruchuschinensisar'eo.31rng/Latid0.63mg/L,

reSPeCti.rely;IthoseoEo-nitrophenolareO･89

mg/Land1.69rng/L.whileth.oseofo-chloroT

･phezlO!arel･07mg/L･andl･87-mg/L.regpec

tively.

･Halogensubstitutionproducts'ofthealipha-

tichydroearl)on主aregcncrallylesstoxicthin

thecorresronding■dcrivativesofbenzeneorLOf

phcnol･HoweverlwhenthenumberofH atoms

f｡i which halogen atom占 aresubstituted

increases,theymayI-抑eqlliteastrongtoxi-

city.Forcxamblc.MLD and LD-9gofdi--
chl｡roethalne(morecomrnonlyeallcdethylene

chl｡,i°e)forCaZlosob,～-cTLuSarc4･23mg/Lind

b.9mg/L,respcctl'､･Cly,､vhilcthoseoftetrla-
chl.methanearconly1.Omg/Land2･43nlg/L･
Ethylene､tetrachloridcisabontt､viL･eaStot
xicastc7raehloroethane,itsMLD andLD一脚

b;ingO･52mg/LaBdliOmg/L･Llrespectively･I
tier)zaldehydetisslightly lessItoxicthan

nittoben.zene･TheMLDforCallosobruchusis

o･･野mg/LandLD｣99･0182mg/Lr
A heterocycliccompound,furEuralwhichヽ

res_ern-】lcs1)enzaldehydcinitschemicalstruc-

･turc,isalsomoderatelytoxic.I,utitism-ark-

1edlylesstoxicthan benzaldchyde･Its MLD

andLD_99a,c1.92mg/Land3二83mg/L.res一
Apectively･Still,itisrnarL･cdlymoretoxicwheA

con】paredwithcar-)onbisulphide･

IToxicityofapoisonousgasVariesaccord- I

ingtotestinstcts･Inotherwords,thetoxic/-▲
gLa'Shatsspeci丘citv initstoxiceffectonin-

sects.･Asaconseque去ce,theorderoftoxicity -

o･ftoxiccompoundsgenerally:variJesfosome

もⅩtentwhentestinsectsarediLrerent･Thisis
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､alsotrlleOfthesexofI-he{testinseCt･ Wclla孟tothepropertyoftheLumigJnt･､For

- .Thetemperatureatthetimeofexposure-tQ - .example,thet6xiceLrcctofnitrobenzeneorof

thetoxicgasaffectslhetoxieit幸.asiswell- /chlorophenolslightlyincreaseswhcntcmpcm-
known.But,thenatureoftheeffectisnota1- -turefallsfrom30oC.to200C.

waysthesameJaccording totemperalllreaS

･_､ /

QtLantitativeStlldiesontheToxicityofPo]'S/OnousGases:JII.Analysisof･Dying

Process･TatsuroI亨oNO(E,ntamologiCaILab.otatory･KyotoUniversity)･ReceivedDeF･
1,1951.Bolyu-Kagahu16:212,1951-(WitllEnglishrisumi)

36 毒嘩瓦斯の毒力にかんする致丘的研究

■

■I/緒 言 一

L'さきl;宇部1,は築造と省れによってひきおこされる

死亡率との故的関係すなわち確立死亡琴曲校の生理的

本質を,一その地紋型の上から考究した｡その場合,I/b

れわれは巧作用の現象を生と死 ltlう2つのEl印のみ

によってとりあげ,これをまったく悉無砕反応(allor

poneJcaction)とみなして統計的な処理をすすめた
が.-これを致死過程の田から見るならば,湖 屯に生か

ら死えのうつ',ゆき-iLや たアけるわ地 主いかな
い｡式的欄の.tJi理的意胡とくにその作用機転を明らか
たするにあたづては,この致死過程にみられる諸税袋

を乎がかF)としてそれらの原因,機構などを生理的に

究明すること7-=よって多くの場合それが可伯であると

考えられている｡そうして従来の殺虫駁抑 こ関する耶

弛 土多くこの方向に弥flSれている｡しかし一万･,I
の致犯過程を丑的現象としてつかみとって分析をすす

めることも可随と思われるが,こう′した方面からなさ

擁 研究は粂外すく.なく.華 者?知るところではわず

かに BrJSS良BROIADBrlNT･(望),¢)IcROZ叫 (4塊 沢(5)
などがあげられるにすぎない｡

本研究は苛作用の量的法則性を明らかにするため,

被布後の昆虫の中毒症状を草の外観的特徴三よってと

らえ'これを日Epとして被環個体群内l羊おける各標徴

個体の分布を知りと垂を基礎とし七致死過程をとらえ

ようとした-?の試みである｡

米桝東た内田琴授はじめ研究室貝の理解ある按謎と

はげましによってなし蓬げえたもので,ここに記して

托謝する次第である｡t

Il 材料及び実験方法

供̀筑昆虫としてはすづてコクi/'ウ (Caland'aory-

zae･Ll 成虫を用いたが,そp飼育法,-供託個体の隙

払 煩累後め保護なifL第1報のときと全く同様に行っ

た｡また燃義時.e)環境条件,'煩累の方法なども前掲の

通L)に行ったので参.qモほれたい｡供託韓別としては=

*京都大学農学部品虫学研究室薬餌1欝198号 ′
2】2

第 号報 '致死過程の剛 即 _洞 野 麹 郎

∫

硫化梯 (C/arbonLdisulfidで)のほかにオル- ♂

p′-ルベyゼy(dJichlorobenzene),蹴破エチル
三大テル-(ethylac.etate)軸 外'･たiJ･,,三脚 ヒ別掛こ

つしこで示す結凪 手前報と同じ基礎資料こよったもので

ある.I

'ⅠⅠⅠ 致死過程の純現象的記載 _

混虫を有物 矧 こ接触させると,それ纏 抑 止をこ

えるならばその熱立にした卑;ってある時間ののちには 一

死I,=至るが,与の致死過程はおそらlく生理的に帖放ず

けられうるいぐっかの変化丁-中昂症状をたどるもの

であ声｡そうしてこの proqessは鞍物の柾苅l手よっ

て質的にも鼓的l=-も同一とは_限らなく,むしろそれぞ.

れ特異性を為ったものであろうことは,従来の知見か

ら疑う余地がない｡したがってこの過程を解明するこ

とによって作別の特異性がみいだ写れる可能性がある

わけである̀｡

二万この内的 (生理的)な変化過程とある図油をも

らて外胡上に,b可成的な1.速め中寿症徴のうつりゆき

が見られるだろうtとは想像に難くない｡.･そこで生血

的な致死過程を見るかわりたt,そのある曲数として披
巧個体の外見上の特徴を′とらえそのうつりゆきをしら

べるという方法がうかびあがってくる｡

cROzIムRとその共同研究部 ,ほショウジヨウ_!くェ

についてこれを′ethylaleohoIJのガスに捺印させた

ときの中菰包程を外餌的桓故を_とらえて巧みに嘩写し

ている｡著者はコクゾ9.歳虫につPL､てこれを前記3位

の琵性ガスにさらしたとき見られる致死過程を開放に

＼して鶴察した｡しかし実際にどのような外靭上の放散

をと_らえるかという段になる主それがかなり困難なこ

とに気ずく｡とめ場合そのLより.どころとなることは内

的症状を考放して,これを選ぶということであって'.

このことは巧作R)の内的影響を重税する応用的立切か

らいっても望ましい羊とである｡積物による共泡的な

中程過程&.みると,ノ昆虫にお†､では被布後一出の潜在

期聞くlrチtFntPeriod)･を提て次のような症状があらわ

⊆【 ｢


